




























まとめ 

精神神経疾患合併妊娠の管理指針として,神経症的傾向妊婦から精神病合併妊婦にいたる

まで,種々に検討した。その結果,神経症,神経症的傾向の妊婦は,人格形成,家庭環境,社会

生活などの種因子がもたらす影響が大きく,したがってその改善をはかるべく,保健指導が

必要である。これにより遷延分娩を防止し,産褥一過性ブルース症候群,育児へのケアも改

善されるであろう。しかし精神神経疾患合併妊婦は重篤な産褥うつ病,児の虐待へと発展す

るケースも多く,精神科医との協力のもとに管理すべきである。 


